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熊本県高次脳機能障害支援センター概要

支援開始 2019年4月1日

相談専用電話
(高次脳機能障害ホッ

トライン)

096-381-5142

担当スタッフ
脳神経外科医、看護師、作業療法士、心理師
相談員 （必要に応じ他スタッフも支援介入）

所在地
熊本託麻台リハビリテーション病院に設置
〒862-0924 熊本市中央区帯山8-2-1

相談時間
９：００～１２：００

１３：００～１６：００
（土日祝日、年末年始の休日を除く）







熊本県高次脳機能障害支援センターでの支援内容

①相談支援事業 ②普及・啓発
研修事業

③家族支援 ④高次脳機能障害支援体制
（ネットワーク作り）

熊本県
高次脳機能障害
支援センター

熊本県高次脳機能障害支援普及事業実施要項に基づいて



①相談支援事業

⚫高次脳機能障害者の個々の相談支援

⚫高次脳機能障害に関する相談窓口

➢電話相談

高次脳機能障害ホットライン

☎ 098-381-5142

➢面接相談

➢支援会議



【よくある相談内容】

福祉サービス
を知りたい

経済的なこと
を相談したい

対応方法を知
りたい

就労支援をし
てほしい

自分は高次脳
機能障害で
しょうか？

高次脳の検
査をして欲

しい



【相談内容への対応】

➢アセスメントとして、診断名や受傷発症状況、医療面、住まい、

生活状況、仕事内容、生活歴、サービスの利用状況など

➢どのような支援を希望しているのか確認します

●様々な悩みや困り事を解決するための情報提供、提案

●生活上の対処方法をの助言

●必要な関係機関への相談・連携

※高次脳機能障害の「治療」と「リハビリテーション」ではない
です



高次脳機能の検査、評価

当
事
者
・
家
族
か
ら
の
相
談

関
係
機
関
か
ら
の
紹
介

会
議
で
支
援
の
方
向
性
決
定

診
察
・
面
談

高次脳機能障害診断、障害者手帳や障害年金
等の制度活用の助言、生活支援、就学・就労
支援等

専門医療機関、センターへの相談、紹介

精神科病院
認知症疾患医療センター
発達障がい医療センター、他

就労支援機関への相談、紹介

障害者相談支援事業所
障害者職業センター
障害者就労・生活支援センター

相談関係機関、地域の関係機関への相談、紹介
行政、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所

相談支援事業 ～当センターの支援の流れ～
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相談支援件数 （２０２１年４月～２０２２年３月31日）

〇全相談件数 （延べ件数）

〇支援会議（ケース会議、関係者会議）：6２件（延べ：10７件）

直接相談
（本人・家族）

電話相談延べ件数 １２９
３３５

面談件数 ２０６

間接相談
（関係機関）

電話相談延べ件数 １１８

１３９面談件数 １３

書簡、メール ８



性別及び年齢
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相談内容の内訳
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主たる原因疾患の内訳
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高次脳機能障害の内訳
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相談対応以外の支援内容及び件数 （延べ件数）

診察、診断 １４５

検査（画像、脳波） ２３

神経心理学的検査 98

心理検査・支援 ２６

言語評価・支援 ８

就労支援 ２０

診断書作成 １９

自動車運転再開支援 ４

社会資源の情報提供 8



社会資源、制度について

•高次脳機能障害は、精神障害者保健福祉手帳の対象と
なります

➢何らかの精神障害（てんかん、発達障害、高次脳機
能障害などを含みます）により、長期にわたり日常生
活または社会生活への制約がある方を対象

➢診断書は、精神障害（高次脳機能障害）の初診日か
ら6カ月以上経過

➢手帳の有効期限は２年



②普及・啓発 研修事業

◆ホームページの活用

◆パンフレットの活用

◆ハンドブックの活用http://www.kumamoto-kouji.jp/

⚫ 高次脳機能障害の正しい理解の促進普及のため
ホームページ パンフレットを活用



研修事業

⚫ 高次脳機能障害の正しい理解を普及促進するため研修会

➢年間２回計画

①令和4年8月22日 WEB開催

テーマ：「軽度外傷性脳損傷の診断と治療について」

講師：永廣信治先生（吉野川病院）

②令和5年3月1日 WEB開催

➢依頼があれば、事業所・施設支援として研修会の実施



③家族支援

⚫ 今年度、「家族同士の相談・交流の場の機会」として家族の集

まりの場を設けた（キックオフ会 家族だけでの打ち合わせ）

➢対象：高次脳機能障害の子を持つ親

➢開催の頻度：家族に任せている

➢場所：当院の会議室

いずれ、「家族主体の家族会」の立ち上げにつなげていきたい



④高次脳機能障害支援体制（ネットワーク作り）

⚫高次脳機能障害の方、そのご家族が県内のどの地域にお住
まいでも同じような支援が受けられるよう、熊本県内での高
次脳機能障害のネットワークの構築

➢R4年9月27日 県・精神保健福祉センターとプレコア会議

➢R5年1月31日 熊本市内の脳神経内科部門の医師とコア会議

➢R5年3月～4月 脳神経外科部門、リハビリテーション部門、

精神科部門等へ声掛けをしながら委員会を結成



高次脳機能障害支援事業九州ブロック会議

全国高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会（年2回）

支援コーディネーター会議（年2回）

第1回：202２年６月２９日 WEB開催

第2回：202３年２月１７日 WEB開催
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高次脳機能障害支援事業九州ブロック会議（年1回）

※202２年１１月２８日 WEB開催

幹事県：長崎県

高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会等

その他
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